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宿泊サイトに関する分散情報の統合整理を行うシステムの提案

Proposal of the system for consolidation of distributed information about the accommodation site
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本研究は web上に分散した情報について，統合と整理を行った上でユーザーに提供するシステムの提案を行う．今回
は宿泊サイトのプラン情報に着目した．プラン情報は宿泊サイトごとに料金やサービスが異なっている．それらプラン
情報を統合しユーザーに提供するためのシステムの提案を行う．またユーザーのタイプ別にプランの推薦を試みる．

1. はじめに

近年，急速に拡大したインターネットの情報をまとめるた

めのサイトが登場している．それは，一部のジャンルに対して

ユーザーの求める情報だけを提示できるようなWeb サイトで

ある．それらのWeb サイトは多数のサイトの情報を収集し，

一括して表示することが可能である．本研究では，このような

サイトを情報統合サイトと呼ぶ．

本研究はそのような情報統合サイトを，宿泊サイトに特化

して作成する．宿泊サイトとは，じゃらん∗1に代表されるよう

なWeb サイトのことである．ユーザーは，宿泊予約サイトに

登録された宿のデータから，希望の宿とその宿についての宿泊

プランを選んで予約を取ることが出来る．宿泊プランは宿泊予

約サイトによって異なっており，それらを比較するためにはい

くつかの宿泊サイトを閲覧しなければならない．それらを統合

して一括表示することにより，ユーザーは単一のページで宿泊

プランの比較が可能となり，それによって検索の手間を減らす

ことが出来る．

そこで，本研究では，宿泊サイトのプラン情報を統合し，ユー

ザーのタイプ別にプラン情報を提示することができるシステム

について提案を行う．

2. 関連研究

情報統合の研究は今日まで様々な分野で研究されており，特

に論文データや特定のWebサイトの情報を対象とした情報統

合に関する研究が盛んにおこなわれている．例えば，Krallinger

ら [1]は PLAN2Lというシステムを発表している．PLAN2L

は生物学的な論文をWeb上から検索する際に用いることがで

きる．このシステムを用いることによって検索された論文が特

定の分野に対してどれだけ関連性があるのかをスコアで定量的

に知ることが可能である．また，于ら [2]はWeb検索エンジ

ンを利用することによりラッパーで抽出したデータの相関を発

見し，複数のデータベースを統合するシステムの提案をしてい

る．McKeown ら [3]は複数のニュースサイトの情報を一つの

ページに統合して表示するシステムを発表している．それは，
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図 1: プラン情報の例 (じゃらんの場合)

ニュースをただ収集するだけではなく，収集したページを複数

のカテゴリに分類し，ニュースの内容を要約するシステムで

ある．

観光業界とWebの関係として斎藤 [4]の研究にもあるよう

に、利用者が宿泊施設の評判をWebを通じて入手したり，宿

泊施設の運営者がブログ等を通じて利用を促すといったように

観光業界とWebが切り離すことのできない関係となっている

のが現状である．

3. 提案システム

3.1 宿泊プランとは

宿泊プランとは，その宿泊施設に宿泊する際に「どのような

部屋に泊まるか」，「食事の有無」，「チェックイン，チェックア

ウトの時間」などが設定された利用者がその宿泊施設でどのよ

うなサービスを受けることができるのかを表したものである．

例えば，図 1はじゃらんにおけるプラン情報の一例である．本

研究ではプラン名を大プランと名づけ，ベッドタイプや食事の

有無など，詳細な情報と料金情報を小プランと名付けた．

本研究ではプラン情報を「一人」，「友だち」，「カップル」，

「家族」の 4タイプに分類し，利用者に分類した結果を表示す

ることを目標とする．
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図 2: システム概要

表 1: 分類辞書内のキーワード

タイプ キーワード例

　一人 「１人」，「一人旅」

友だち 「仲間」，「女子会」

カップル 「彼氏」，「彼女」

家族 「家族」，「ファミリー」

3.2 システム概要

提案システムは図 2 のようになる．まず各宿泊サイトから

宿泊施設に関するプラン情報を抽出し，それらプラン情報から

大タイトルと小タイトルを判別する．次に大タイトルを分類辞

書に通し，プラン情報を分類することを試みる．大タイトル分

類辞書には表 1 のようなキーワードが大タイトルの中に含ま

れていた場合，分類を行っていく．大タイトルでの分類が行え

なかった時は，小タイトルからの分類をおこなう．小タイトル

の中でも特にベッドタイプに注目し，例えばシングルタイプの

場合なら「一人」，ダブルベッドタイプなら「カップル」とい

うように分類を行っていく．

4. 今後の課題

現状このような分類を行っているが大タイトル，小タイトル

で分類が行えなかった場合はそのプランが未分類となってしま

う問題がある．そのような場合，方法の一つとしてプランの詳

細情報から手掛かりとなる情報を見つけだすことである．例え

ば，図 3のように詳細情報から部屋の広さや「眺めがよい」，

「レジャー施設のチケット付き」などといった情報を知ること

ができる．それらの情報を用いてより詳細な辞書を生成するこ

とにより，正確な分類が可能となる．

また，その際に機械学習を用いれば，より正確な分類辞書の
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図 3: プランの詳細情報

生成が可能ではないかと考えられる．

5. まとめ

本研究は宿泊サイトを対象としたプラン情報の統合分類シ

ステムを提案した．その際に分類辞書を用いることで宿泊プラ

ンを自動的にタイプ別に分類した．今後の課題としてはより詳

細な情報を用いることにより正確な分類が期待できると考えら

れる．
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